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　「第 34回備中ふるさとまつり」（備中イベント
実行委員会主催）が開かれ、大勢の家族連れらで
にぎわいました。
　会場内では、地元団体や事業所がピオーネやマ
ツタケ、山菜おこわ、備中牛バーガーなどのふる
さとの味を販売。ステージでは、地元の備中太鼓
の迫力ある演奏や備中神楽の勇壮な舞など、伝統
文化をはじめ、多彩な催しが行われました。

10/12
秋の味覚と魅力を堪能

徳島阿波踊りの「蜂須賀連」

備中やすらぎの里

　～成羽に集まれ！子どもたち～をテーマに「な
りわ祭り」（同実行委員会主催）が開かれ、多く
の家族連れらが秋のひとときを満喫しました。
　うらじゃ踊りや備中神楽、アンパンマンショー
などのステージイベントに加え、会場内には、地
元特産品を使った食べ物テントも軒を並べまし
た。また、本町商店街では軽トラ神楽市も同時開
催され、多くの来場者でにぎわっていました。

 10/26
心ふれあう ふるさと祭り

元気いっぱいのミンティアのダンス

成羽総合福祉センターほか

　岡山自動車道の開通を契機に始まり１８回目と
なる「風ぐるまフェスタ2014in うかん」（同実行
委員会主催）が開催されました。
　備中高梁ＰＲ大使の小六禮二郎さん・倍賞千恵
子さん夫妻のトークショーに始まり、最新作の仮
面ライダーショー、友好都市の熊本県山鹿市の灯
籠踊り・高知県四万十町のよさこい踊り、歌手の
麻丘めぐみさんによるライブステージなど、多彩
なステージショーが行われ、来場者を楽しませて
いました。
　また、「風ぐるまおもしろ市場」と銘打った物
産市では、地元小学校や有志団体などが石焼き芋
や焼きそばなどを販売。高知県のカツオのたたき
の実演販売や鳥取県境港の紅ズワイガニなどの販
売もあり、日本海から太平洋までの海の幸・山の
幸を楽しむことができました。

 10/26
風を集め・風を起こす祭り

大勢の来場者であふれる会場

備中高梁ＰＲ大使の小六禮二郎さん・倍賞千恵子さん夫妻

うかん常山公園

Camera à la carte　　－カメラあらかると・まちのできごとー
ま ち の 出 来 事

ま ち の 出 来 事カメあら
A la carteCamera まちの

　子ども見守り活動や防犯パトロール隊、老人ク
ラブなど市内の関係１３団体でつくる「高梁安全
安心パトロール隊」の出発式が行われました。
　白バイやパトカー、青色回転灯を整備した青パ
トなど計４６台、隊員約２００人が参加。各地域
に向けて出発し、市民の防犯意識を高め、身近な
犯罪の防止、安全で安心して暮らせる高梁を目指
して、地域で呼び掛けを行いました。

10/14
安心して暮らせる地域を目指して

高梁の安心、安全を守るため

ききょう緑地ほか

　「第３回高梁地紅茶まつり」（栄町商店街活性化
プロジェクト・同実行委員会・備中県民局主催）
が開催され、多くの家族連れらで賑わいました。
　高梁特産の観賞用フォックスフェイスが飾り付
けられた会場では、高梁紅茶をはじめ、丸子紅茶
（静岡県）など５つの産地の地紅茶を飲み比べら
れる「地紅茶カフェ」が人気を集めていました。
　高梁城南高校・高梁高校・高梁日新高校がイベ
ントに協力し、ネイルサロンや工作体験、茶葉を
練り込んだマドレーヌ、生産物の販売などのブー
スを開設。ステージでは、吹奏楽やコーラス、手
話歌、備中神楽、チアリーディングがあり、各校
の特色を生かした「おもてなし」で来場者を迎え
ました。会場内には紅茶の足湯が楽しめる「地紅
茶足湯」もあり、紅茶を楽しみながら秋の休日を
満喫していました。

 11/1
地紅茶の魅力を味わい楽しむ

５つの産地の地紅茶が楽しめるカフェ

栄町商店街

日新高校のチアリーディング

　秋晴れの下、「かわかみふるさと物産まつり」（同
実行委員会主催）が開催され、特産品を買い求め
る多くの客らでにぎわいました。
　会場には、地元のコミュニティーや各団体のテ
ントが並び、つきたての餅、アユの塩焼き、新鮮
野菜などを販売。子どもたちによるリズム体操、
渡り拍子の披露、ジブリ映画の主題歌を歌う、井
上あずみさんのコンサートもありました。

10/19
漫画の町でイベントを楽しむ

子どもたちのリズム体操

マンガ絵ぶた公園周辺


